MOTOROLA 

RAZR IS12M 
セーフテイガイド 


MOTOROLA 


ごおいさご 

このたびは 、 MOTOROLA RAZR ™ IS に M (政下、「本製品」と表記し 
まず)をお買い上げいたださ、誠にありびとうございました。 

ご使用の前に！■セーフティガイド J (本書)をお読みいたださ、正しくお 
使いください。お読みになった後は、いつでを見られるよラお手元に大 
切に保管してください。『取扱説明書』を紛失されたとさは、 au ショップ 
ちしくはお客さまセンターまでご連絡ください。 

本書では、設定ガイド、クイックスタートガイド、セーフティガイド、取 
扱説明書(詳細版)を総称して取扱説明書と表記します。 

•最新情報については、 au ホームぺージをご確認いただくり 、、 au 
ショップまたはお客さまセンターへお問い合わせください。 

まを上のごミ主意 

本製品をご利用になる前に、本書の「安全上のごま意」をお読みのうえ、 
正しくご使用ください。 

故障とお考えになる前に、切下の au ホームページの au お客さまヴポー 
卜で症状をご確認ください。 

htt が / www.kddi.com/customer/service/au/trouble/kosho/index.html 



本製品をご利用いただ < におたつて 

•サービスエ U ア内でち電波の届かない場所（トンネル•地下など)で 
は通信できません。また、電波状態の悪い場所では通信できなしにと 
ちあ0まず。なお、通信中に電波状態の悪い場所へ移動させると、通 
信が途切れることびありますので、あらかじめご了承ください。 

-本製品はデジタル方式の特徴として電波の弱い極限まで一定の高い通 
信品質を維持し続けます。したびって、通信中にこの極限を超えてしま 
うと、突然通信び途切れることがあ D まず。あらかじめご了承くださし、。 

•本製品は電波を使用しているため、第兰者に通信を傍受される可能 
性びないとは言えませんので、ご留意ください。(ただし、 CDMA / 
GSM / UMTS ち式は通信上の高い秘匿機能を備えております。） 

•本製品は電波法に基づ < 無線局ですので、電波法に基づく検査を受 
ける場合びあり、その際にはお使いの本製品を一時的に検査のため 
ご提供いただ < 場含びございまず。 

• 「携帯電話のな守」と「稼動が況の把磨」のために 、 micro au にカー 
ドを携帯電話に挿入したときにお客様び利用されている携帯電話の 
製造番号情報を自動的に KDDI (株)に送信いたします。 

•公共の場でご使用の際は、周りの方の迷惑にな弓ないようご注意く 
ださい。 

•お子様がお使いになるとさは、保護者のかたび「取扱説明書」をよ< 
お読助こなり、正しい使いかたをご指導ください。 

こんな場所では、使用禁止！ 

•自動車•原動機付自転車•自商車運転中に携帯電話を使用しないでく 
ださい。交通事故の原因となります。自動車•原動機巧自転車運転中 
の携帯電話の使用は法律で禁止されています。また、自転車運転中の 
携帯電話の使用を法律などで罰せ5れる場合びあ0まず。 

•航空機内で本製品を使用しないでください。航空機内での電波を発 
する電子機器の使用は法律で禁止されていまず。ただし、一部の航空 
を社ではご利用いただける場含ちございます。詳細はご搭乗される 
航空を社にお間い合わせください。 
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■巧賣事項について 

◎拙震•雷•風水害などの天がおよび当社の責任切列の义が、第王者に 
よる行為、その他の事故、お客様の故意または過失•誤用’テの他異常な 
条件下での使用によりをじた損害に関して、当社は一切責任を負いま 
せん。 

◎本製品の使用または使用不能からまずる附随的な損害(記録内容の 
蜜化•消失、事業利益の損失、事業の中断など)に関して、当社は一切責 
任を負いません。 

◎取扱説明書の記載内容を守らないことにより、をじた損害に関して、 
当社は一切責任を負いません。 

◎当社び関与しない接続機器、ソフトウ I アとの組み合わせによる誤 
動作などからちじた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

◎本製品の故障•修理•その他取0扱いによって、撮影した画像データ 
やダウン□ードされたデータなどび蜜化または消失ずることびありま 
ずび、これ5のデータの修復によりをじた損害•逸失利益に関して、当 
社は一切責任を負いません。 

◎大切なデータはコンピュータの八ードディスクなどに保存しておく 
ことをおすすめします。万一、登録された情報内容び変化•消失してし 
まうことびあってを、故障や障びいの原因にかかわらず当社としては 
責任を負いかねますのであらかじめご了承<ださい。 

ぷ本製品で表す「当社」とは、な下の企業を指します。 

発売元: KDDI (株）•沖縄セルラー電話(株） 

輸入元:モト□-ラ•モビ U ティ•ジャパン株式会社 
製造元 : Motorola Mobility , Inc . 

ま意: 取扱説明書の内容の一部、または全部を無断商載することは、禁 
止されています。 

ま意: 取扱説明書の内容に関して、将来予告なしに変更ずることびあり 
まず。 

ま意: 取扱説明書の内容につきましては万全を期しておりますび、 
万一、ご不審な点や記載漏れなどお気づさの点びございましたら、ご連 
絡 < ださい。 

ま意: 乱 T 、 落 T はお取り替えいたします。 
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まを上のごミ主意(必ずお守日 < ださい） 

■ご使用の前に、この「まを上のごま意 J をよくお読みの上、正しくお使 
いください。また、お読みになった後は大切に保管してください。 

この「安全上のごま意」には、本製品を使用するお客様や他の人々への 
危害や財産への損害を未然に防止す るた めに、守って いただをたい 事 
項を記載しています。 

各事項はし rF の区分に分けて記載していまず。 


■表示の説明 


A を険 

この表示は「人び死 t または重傷が1 ) を負ラを険 
び差し迫って生じることび想定される内容」を示し 
ています。 

A 警告 

この表示は「人び死 t または重傷(《1)を負ラこと 
び想定される内容」をおしています。 

A 注意 

この表況ま「人び傷害(を 2) を負うことび想定され 
る内容や物的損害(※ぶの発ちび想定される内容」 
をのしています。 


重傷:失明•けび•やけど(高温•低温）•感電•骨折•中毒などで後遺 
症び残るをの、および治療に入院や長期の通院を要するをのを指 
しまず。 

《2傷害:治療に入院や長期の通院を要さない、けび•やけど(高温•低 
温）•感電などを指します。 

物的損害:家屋•家財および家畜•ぺットにかかわる拡大損害を指 
します。 


3 






■図記号の説明 


度止 

禁止(してはいけないこと)を示す記号です。 

磯） 

田れ手 g 止 

磊れた手で扱ってはいけないことをおす記号です。 

( S ) 

««窝止 

分辆してはいけないことを示す記号です。 

# 

水。 ns 止 

水びかかる場所で使用したり、水に磊らしたりしてはいけな 
いことを示す記号でず。 
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必ず実行していただくこと(強制)をおす記号です。 

を 

巧巧〕ンの卜 
か己 s ( 

電源プラグをコンセントから抜いていただく (強制)内容をお 
しています。 


■本体、巧電用機器、 micro au に力ード、周辺機器 
巧通 

必ず下記のち険事頃をお読みになってか5ご梗用 


A 必ず専用の周辺機器をご使用ください。専用の周巧機器ながを 
W 使用した場含、発熱•発火•破裂•故障•漏液の原因となります。 

本製品専用周辺臟器 

• AC ァダフタ ( SPN 已 701 A ) 

• microUS ^-^ WMOIllHUA ) 

■ au キヤリングケース F ブラック(日10巳 FCAK 別売） 
高温になる場所(火のそば、暖房器具のそば、コタツの中、直射 
V 曰光のあたる場所、炎天下の車内など)で使用、保管、放置しな 
いでください。発义•破裂•故障•义災•傷害の原因となります。 
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0 

_ 窝止 _ 

1 

0 

留止 


0 

g 止 

0 

g 止 

0 

再と 

を 


ガソリンスタンドなど、引火性ガスび発生する場所に立ち入 
る場合は、必ず事前に本製品の電源を切り、充電をしている場 
合は中止してください。ガスに引火ずるおそれびあります。 
電子レンジなどの加熱調理磯や高圧容器に入れないでくださ 
い。発火•破裂•故障•义災•傷害の原因とな D ます。 


火の中に投入した D 、 加熱したりしないでください。発义•破 
裂•义がの原因とな0まず。 

microUSB 端子や HDMI マイク□端テおよびステレオイ巾ホ 
ン端子などをショートさせないでください。また 、 microUSB 
端子や HDMI マイク□端テおよびステレオイヤホン端子など 
に導電性異物(金属片•鉛筆のおなど)び轴れた0、内部に入つ 
たりしないようにしてください。火災や故障の原因となりま 
す。 


金属製のアクセサリーをご使用になる場合は、充電の際に 
microUS 目端子や HDMI マイク□端子およびステレオイ中ホ 
ン端子やコンセントなどに軸れないよラに十分ごを意<ださ 
い。感電•発义•傷害•故障の原因となります。 

AC アダプタをコンセントに差し込む場合、電源プラグに金 
属製のアクセヴ U —などを接触させないでください。火が•感 
電•傷害•故障の原因となります。 
力；(ラのレンズに直射曰光などを長時間あてないよラにして 
ください。レンズの集光作用によ0、発义•破裂•火がの原因と 
なります。 

お客様による分解や改造、修理をしないでください。故障•発 
火•感電•傷害の原因となります。万一、改造などにより本製品 
本体や周辺機器などに不具含びちじてち当社では一切の責任 
を負いかねます。本製品の改造は電波法違反にな0ます。 
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A 堂と おず 下記の 警告 事項をお読みになってか弓 ご 使用 
/ ' \ ^5 1—1 ください0 


< S ) 

g 止 

落下させる、投げつけるなどの強い衝撃を与えないでくださ 
し、。破裂•発熱•発火•故障の原因とな 0 ます。 

§ 

屋列で雷鳴び聞こえたときは使用しないでください。落雷•感 
電のおそれびあ 0 まず。 

0 

再止 

microUS 日端子や HDMI マイク□端子およびステレオイ中ホ 
ン端テなどに手や指など身体の一部び触れないよラにしてく 
ださい。感電•傷害•故障の原因となる場合があります。 

0 

京 止 

本製品び落下などによって破損し、ディスプレイび割れたり、磯 
器内部び露出した場含、割れたディスプレイや露出部に手を触 
れなしでください。感電したり、破損部でけびをずる場合びあり 
ます。 au ショッフまたはお客さまセンターまでご連絡ください。 

錢 

化め止 

水などの液体をかけないでください。また、水やペットの尿 
などび直接かかる場所や風呂場など湿気の多い場所での使 
用、または磊れた手での使用は絶対にしないでください。感 
電や電子回路のショート、腐食による故障の原因とな 0 ま 
す。万一、液体びかかってしまった場合には直ちに AC アダプ 
夕の電源プラグを损いてください。水漏れや湿気による故障 
は、保証の対象列となり有償修理となります。 

0 

g 止 

自動軒順動徽寸自転車、自範車などの運転中や歩きなびらの操 
作はしないでください。安全性を損ない、事故の原因となります。 

0 

篇止 

所定の充電時間を起えてち充電び完了しない場合は、充電を 
おやめください。漏液’発熱’破裂•発火の原因とな 0 ます。 

A みち おず下記のま意事頂をお読みになってか 5 ご使用 
ください。 

0 

篇止 

直射日光のあたる場所(自動車巧など)や高温になる場所、極端 
に低溫になる場所、湿気やほこりのをい場前こ保管しないでく 
ださい。発熱•発火•変形や刷鲁の原因となる場合びあります。 
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0 

R 止 

ぐ b ついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所に置かな 
いでください。落下してけびや破損の原因となります。また、 
衝擊などにち十分ごま意ください。 

0 

窝止 

使用中や充電中に、布団などで覆ったり、包んだ0しないでく 
ださい。义が、故障、傷害の原因となります。 

0 

g 止 

乳幼おの手び届く場所には置かないでください。ルさな部品 
などの誤飲で窒息した0、誤って落下させたりするなど、事故 
や傷害の原因となる場含びあります。 

§ 

外部から電源びお給されている状態の本体、 AC アダプタに 
長時間触れないで < ださい。低温やけどの原因となる場合び 
あ0ます。 

«止 

本製品を長時間ご使用になる場合、特に高温環境では熱くな 
ることびありますので、ごを意ください。長時間肌に輔れたま 
ま使用していると、低温やけどの原因となる場合びあ0ます。 

0 

g 止 

コンセントや配線器具は定格を超えて使用しないでくださ 
し、。たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火がの原因 
とな0ます。 

0 

g 止 

腐食性の薬品のそばや腐食性ガスの発生する場所に置かない 
でください。故障•内部データの消失の原因となります。 


使肿に煙び出たり、顯や異旨びずる、 Ml に発熱しているな 
どの異常び超きたとをは使用しないでください。異常が起さた場 
合、 AC アタフタをコンセントから抜を、熱くないことを確認して 
から電源を切り、 au ショッフまたはお客さまセンターまでご連絡 
ください。また、落下したり、破損した場含なども、そのまま使用せ 
ず、 au ショップまたはお客さまセンターまでご連絡 <ださい。 

轉 

イヤホンなどを本製品に挿入して使用する場合は、適度な音 
量に調節してください。音量び大さずぎたり、長時間連続して 
使用したりすると耳に悪い影響を与えるおそれびありまず。 
また、音量を上げすざると列部の音び聞こえにくくなり、踏切 
や横断歩道などで交通事故の原因となります。 
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A イヤホンなどを本製品に挿入し音量を調節する場をは、かしずつ 
~音量を上げて調節してください。始めから音量を上げすぎると、 
突然大きな音び出て耳に悪い影響を与えるおそれびあ0ます。 
〇充電用機器や列部磯器などをお使いになるとさは、接続ずる端 
" テに対してコネクタをまっずクこ抜き差ししてください。また、正 
しいち向で振き差ししてください。破損•故障の原因となります。 

■本体について 

必ず下記の危険事項をお読みになってか5ご梗用 

〇電池には寿命びありまず。充電しても使用時間び極端に短いな 
1 r ど、機能び回復しない場合には寿命ですのでご使用をおやめ 
<ださい。発熱•発火•破裂’漏液の原因とな0ます。電池は内蔵 
型のため、 au ショップなどでお預かりの後、有償修理となりま 
す。また、ご利用いただけない期間び発をする場合びあ0ます。 
あらかじめ、ご了承ください。なお、寿命は使用状態などにより 
異なりまず。 

A 啓化 必ず下記の 警告 事項をお読みになってか日ご使用 
言口 くださぃ。 

自動車•原動機付自転車’自嚴車運転中に携帯電話を使用しな 
V いでください。交通事故の原因とな0まず。自動車•原動機巧 
自転車運転中の携帯電話の使用は法律で禁止されていまず。 
また、自鼠車運転中の携帯電話の使用を法律などで罰せ5れ 
る場合びあ0ます。 


肺空機巧で本製品を使用しないでください。航空機巧での電波 
V を発する電子機器の使用は法律で禁止されています。ただし、 
一部の航空を社ではご利用いただける場合ちございます。詳細 
はご搭柔される航空会社にお問い合わせ<ださい。 
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A 高精度な電子機器の近くでは、本製品の電源をお切りください。 
~電子磯器に影響をあたえる場をびあります。(影響をちえる磯 
器の例:む臓ぺース；^ーカ~補聴器その他医用電気機器|义が 
報知機’自動ドアなど。医用電気磯器をお使いの場合は磯器；^- 
力一または販売者に電波による影響についてご確認ください。） 
〇植え込み型む臓ペース;<ーカーおよび植え込み型除細動器や 
If 医用電気機器の近<で本製品を使用ずる場合は、電波により 
それ5の装置•機器に影響を与えるおそれびありますので、次 
のことをお守りください。 

1. 植え込み型む臓ペース;< ーカーおよび植え込み型除細動 
器を装着されている方は、本製品を植え込み型む臓ペース 
メーカーおよび植え込み型除細動器から 23 crri ソ上離し 
て携行および使用してください。 

2. 満員電車の中など混雑した場所では、付近に植え込み型む 
臓ペース;< ーカーおよび植え込み型除細動器を装着して 
いるちびいる可能性びあ0まずので、本製品の電源を切る 
よラむびけてください。 

3. 医療磯関の屋内では次のことに注意してご使用ください。 

•手術室、集中を寝室(にの、冠状動脈疾患監視病室 
CCCU ) には本製品を持ちをまないでください。 

-病棟内では、本製品の電源をお切0< ださい。 

-□ビーなどであってち付近に医用電気機器びある場合 
は本製品の電源をお切0 ください。 

-医療臟関び個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所 
を定めている場合は、その医療磯関の指示に従ってく 
ださい。 

4. 医療機関のがで、植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器政列の医用電気機器を使用される場合 
(自宅療養など)は、電波による影響について個別に医療用 
電気機器メーカーなどにご確認<ださい。 
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通話•メール•インターネット•撮影•ゲームなどをするとき 
V や、音楽を聴くとさなどは周囲の安全を確認してください。商 
倒•交通事故の原因とな0まず。 

カメラライトをご使用になる場合は、人の目の前で発光させない 
V でくださし、。また、力《><ラライト点刚寺は影織を直視しないよう 
にしてください。視力低下などの障びいを引さ起こず原因とな0 
ます。糊こ爭脚剧こ対してま近距離で撮影しなしで’くださし、。 
自動車や原動機巧自転車、自輯車などの運転ちに向けて力>< 
ラライトを点'なさせないでください。目びくらんで運転不能 
になり、事故を起こす原因となりまず。 

ごくまれに、点滅を繰0返す画面を見ていると、一時的に筋肉 
のけいれんや意識の喪失などの症巧を起こす人びいます。こ 
うした経験のある人は、事前に医師とご相談ください。 


9 


A みち 必ず下記のま意 事 頃をお読みになってか 5 ご梗用 
ください。 

〇自動車内で使用する場合、まれに車載電子機器に影響を与え 
If る場合びあ0ます。安全走行を損なう恐れびありますので、そ 
の場合は使用しないでください。 
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A 皮膚に異常を感じたとさは直ちに使用を止め、励書科専門医 
If へご相談ください。お客様の体質•体調によっては、かゆみ•か 
ぶれ•湿度などび生じる場含びあ0ます。本製品で使用してい 
る各部品の材質はな下の通りです。_ 


使用斷斤 

使用材料 

表面処理 

外装ケ-ス(前風 

プラスチック 

塗装 / NCVM 

(シヤドー J フツ 

ク川 V 塗装(グレ 
イシアホワイト） 

□ゴプレート 

陽極酸化アルミ 

ダイヤモンドカツ 
トスピン 

ディスプレイバネル 

ガラス 

- 

列装ケース(中層上部) 

プラスチック 

塗装 / NCVM 

外装ヶ-ス(側面） 

プラスチック 

NCVM (シャドーブ 
ラック)、 UV 塗装(グ 
レイシアホワ仆） 

外装ケ-ス借面板） 

ケプラー 

ブ」ント仕上げ 

背配ゴ 

ポ U カーボネート 

NCVM 

電源 キー 

陽極酸化アルミ 

ダイヤモンドカツ 
トスピン 

音量 キー 

プラスチック 

- 

力;(ラリング 

プラスチック 

NCVM 

カメラレンズ 

アク I 」ル樹脂 

プ U ント仕上げ 

背面力;< ラバネル 

ポ U カーボネート 
/アク U ル樹脂 

非導雷 I ま光学薄膜 

ス□ットカバー 

プラスチック 

NCVM (シャドーブ 
ラック)、 UV 塗装(グ 
レイシアホワ仆） 
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0 

g 止 

キャッシュカード•フ□ッピーディスク’クレジットカード- 
テレホンカードなどの磁気を帯びたをのを近づけた0しない 
でください。記録内容び消失される場合びあります。 

0 

京 止 

micraSDy モ U 力ードス□ットに液体、金属体、燃えやすいちのなど 
の異物を入れなしでください。火が•感電•故障の原因となります。 

9 

通常は micro au に力ードス□ットや microSD メモ U 力一 
ドス □ットのカバーなどを閉めた状態で使用して < ださい。 
カバーを閉めずに使用ずると、ほこり•水などび入0故障の原 
因となります。 

眷 

む臓の弱い方は、着信バイブレータ(振動)や着信音量の設定 
にミ主意してください。む臓に悪影響を及ぼす原因となりまず。 


本体の吸着物にご注意ください。スピーカー部などには磁石を 
使用しているたゆ、画錠やピン•カッターの刃、ホチキス針など 
の金属び付着し、思わめけがをすることびあります。ご使用の 
隙、スピーカー部などに異物びないかを必ず確かめてください。 

9 

砂おなどの上に直に置かないでください。受話□、送話□、ス 
ピーカー部などに砂などび入0音びルさくなったり、本製品 
本体阿こ砂などび混入ずると発熱や故障の原因となりまず。 

9 

通話•通信中などの使用中は、本体び熱くなることがありますの 
で、長時間直接肌に軸れさせた0、紙ホ•布団などをかぶせたりし 
ないでください。义災•やけど•故障の原因となる場合びあります。 
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9 


f 


■巧電用機器について 

A — r > l -誤った取0巧いをすると、発熱•発火•感電などのお 
警告それびあります。おず下記の警告事項をお読みに 
— q な〕てか5ご使用ください。 

指定な列の電源電圧では使用しないでください。発火•义が- 
発熱•感電などの原因とな0ます。 

•AC アダプタ: AC 1 日日〜 24 日 V 
AC アダプタの フラグ あ状は ACIOOV 用個巧仕様)です。ミ軟巧巧 
電する場合は、ミ度航先に適含した変換プラグアダブタび必要です。 
なお、ミ蜘■旅行用変圧器を獅しての充電は行わないでくださし、 
AC アダプタの電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。差しをみび不完全だと、感電や発熱’発火 
による义災の原因と なります。 傷んだ AC アダプタやゆるん 
だコンセントは使巧しないでください。 

/ C ) micmUSB ケ ー：/ ルを傷つけたり、加工したり、ねじったり、 
V 引っ張ったり、重いをのを載せた0しないでください。また、 
傷んだ microUSB ケー ブルは使用しなし 巧く ださい。感電 • 
ショート•义災の原因となります。 

接続端テに手や指など身体の一部び触れないよラにしてくだ 
V さい。感電•傷害•故障の原因となる場合びあります。 

雷び鳴り出したら電源プラグに軸れないよラにしてくださ 
V し、落雷による感電などの原因となります。 
m お手入れをずるとさは、充電用機器のプラグをコンセントか 
ら抜いてください。抜かないでお手入れをすると、感電や回路 
娜 のショートの原因となりまず。また、充電用機器の電源プラグ 
に付いたほこりは巧さおってください。そのまま放置すると 
火災の原因となります。 

電源プラグについたほこ0は、拭さ取ってください。火が、や 
けど、感電の原因となります。 
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A 車載機器などは、運転操作やエアーバッグなどの安全装置の巧 
If げにならない位置に設置•配置してください。交通事故の原因と 
なりまず。車載機器の取扱説明書に従って設置してください。 


«長時間使用しない場合は AC アダプタの電源プラグをコンセ 
ントから抜いておいてください。感電•义が•故障の原因とな 
くります。 


^水やぺットの尿など液体び直接かからない場所でご使巧くだ 
S さい。発熱•火が•感電’電子回路のショートによる故障の原因 
となります。万一、液体びかかってしまった場合には直ちに 
AC アダプタの電源プラグを抜いてください。 

へ、、亡 誤った取0巧いをすると、発熱•発火•感電などのお 
それがあります。必ず下記のま意事項をお読みに 
ーク丄心、 なってか5ご使用くださし、。 

# 風呂場などの湿気の多い場所で使用した0、磊れた手で AC 
-アダプタを振を差ししないでください。感電や巧障の原因と 
なります。 

充電は安定した場所で行ってください。傾いたところやぐら 
ついた台などに置 < と、落下してけびや破損の原因となりま 
す。また、なや布団をかぶせたり、包んだりしないでくださ 
し、。义災•故障の原因となります。 


9 


A 充電用機器の電源プラグをコンセントから抜くとさは、電源 
フラグを持って抜いてください。 microUSB ケーブルを引っ 
纖 張ると microUSB ケーブルび損傷するおそれびあります。 
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■micro au に力ードについて 


:ミ麵励 I ;わてか娜用 


0 

g 止 

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧留器に micro au に 
カードを入れないでください。溶廣•発熱•発煙•データの消 
失•故障の原因とな0まず。 

A^m 娜獅眺わてか S ご使用 

9 

micro au にカードの取り付け•取0列しの隙にごま意くだ 
さい。手や指を傷付ける可能性びあります。 

9 

micro au にカードを使用する磯器は、当社び指定したをの 
をご使用ください。指定品政列のちのを使用した場合はデー 
夕の消失や故障の原因とな0ます。 

指定品については、 au ショップもしくはお客さまセンターま 
でお問いをわせください。 

( S ) 

» お Sit 

micro au にカードを分解、改造しないでください。データの 
消失•故障の原因となりまず。 

§ 

micro au にカードを火のそば、ストーブのそばなど、高温の 
場所で使用、放置しないでください。溶損•発熱•発煙•データ 
の消失•故障の原因となりまず。 

0 

寫止 

micro au に力ードを火の中に入れたり、加熱したりしなし巧く 
ださい。溶損•発熱•発煙•データの消失•故障の原因となります。 

0 

否 止 

micro au にカードのに(金属)部分を不用意に触れた0、 
ショートさせたりしないでください。データの消失•故障の原 
因とな0ます。 

0 

S 止 

micro au にカードを落としたり、衝撃を与えたりしないで 
ください。故障の原因となります。 
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micro au にカードを巧ったり、脚プたり、重い物を載せたり 
V しないでください。故障の原因となります。 

^ rmcro au にカードを磊 b さないでください。故障の原因と 
Sib なります。 


0 

居止 


い。故障の原因となります。 


脅 


(〇 micro au に力ードはほこりの多い場所には保管しないでく 
V ださい。故障の原因となります。 

micro au 1 C 力ードな管の隙には、直射日光びあたる場所や高温 
V を湿な場所には置かないで<ださい。故障の原因とな 0 まず。 
micro au にカードは、乳幼児の手の届かない場所に保管し 
てください。誤って飲み込んで窒息するなどして、傷害などの 
原因となります。 

■ステレオへ ツ ド セツ トについて 

八.> 誤った取0巧いをずると、発熱•発义•感電などのお 
/ i \ yTm それがあります。必ず下記のを意事項をお読みに 
一,ムー 、なって か 5 ご使用ください。 

ゲームや音楽再生などをずる場合は、適度な音量に調節して 
ください。音量び大をすぎたり長時間連続して使巧したりず 
ると難聴の原因とな D ます。適度な音量であってを長時間の 
使用によっては難聴になるおそれびあります。また、音量を上 
げすぎると列部の音び聞こえにくくなり、踏切や横断歩道な 
どで交通事故の原因となります。 




ケーブルを本体に巻き付けて使用しないでください。電波の感度 
V ゎ塘ちて音声び途切れたり、雑音び入る場合びあります。 

ケーブルを引っ張って抜かないよラにしてください。また、ケーブ 
ルを持って本体を吊り上げないでください。端子び破損ずるおそ 
れびあります。 


0 

某止 
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A ステレオへッドセットのプラグにゴミび巧着しないようにご 
If 注意ください。故障の原因となりまず。 

〇ステレオへッドセットのプラグは本体のステレオイヤホン端 
W 子に対して平行になるように抜さ差ししてください。 

〇皮膚に異常を感じたとさは直ちに使用を止め、励膚科専門医 
W へご相談ください。お客様の体質•体調によっては、かゆみ • 
かぶれ•湿疹などび生じる場合びあ D まず。ステレオヘッド 
セツトで使巧している各部品の材質はな下の通りです。_ 


使用箇所 

使巧素材 

表面加工 

ステレオプラグ 

スチール 

- 

ケーブル 

エラスト7—、 

ポリカーボネート/ 

A 日繩脂、ゴム 

ごや消し塗装処理 

仆ホン部 

シリコーンゴム、 

ポ U カーボネート/ 

ABS 潮目 

光沢塗装処理 

イヤホン部□ゴ 

；^タル 

光ミ尺ク□ムめつさ 

スピーカー 

><タル 

火 ツシユ 加工 
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取日扱い上のお願い 

性能を十分に発揮でさるよラにお守0いたださたい事頂でず。よくお 
読みになって、正しくご使用ください。 

■本体、巧電用機器 、 micro au にカード、周辺機器共通 

•本製品に無理な力びかからないよラに使用して < ださい。多くのち 
のび詰まった荷物の中に入れたり、中で重い物の下になったりしな 
いよう、ごミ主意ください。衣類のポケットに入れて座った0ずると 
ディスプレイ、内部基板などの破廣、故障の原因とな0まず。 

また、外部接続器を WcroUS 目端モや HDMI 7 イク□端子およびス 
テレオイヤホン端子に差した状態の場合、コネクタ破廣、巧障の原 
因となります。外部に損傷びなくてを保話の対象外となります。 


♦極端な高温•低湿•多湿の場所では使用しないでください。(周囲温 
度已む〜35じ湿度3日％〜8已％の範囲のでご使用ください。） 


•ほこ0や振動の多い場所では使用しないで < ださい。 

■ microUS 日端子や HDMI マイク□端子およびステレオイヤホン端 
テなどをとさどさ乾いた綿棒などで掃除してください。巧れている 
と接触不良の原因となる場合びあります。また、このとさ強い力を 
加えて microUSB 端テや HDMI 7 イク□端子およびステレオイヤ 
ホン端テなどを変形させないでください。 

•お手入れは乾いた柔日かい巧(めびねなさなど)で巧いてください。乾 
いた巧などで強く擦ると、デイスフレイに傷びつく場合びあ D ます。 
ディスプレイに水滴やミちれなどび巧着したまま放置すると、シミにな 
ることびあります。またアルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで 
拭くと、外装の印刷び消えたり、色びあせたりすることびあります。 


•一般電話•テレビ•ラジオをお使いになっている近くで使用すると影 
響を与える場合びありますので、なるべく離れてご使用ください。 


♦充電中など、ご使用状況によっては本製品び温かくなることびあり 
ますび異常ではありません。 

•お子様びお使いになるとさは、保護ちのかたび「取扱説明書」をよく 
16お読みになり、正しい使いかたをご指導ください。 










■本体について 


♦強く押す、たたくなど故意に強い衝撃をディスプレイに与えないで 
ください。傷の発生や破損の原因となる場合びあります。 


•ボタンやディスプレイの表面にのや銳利な物、硬い物などを強く巧 
し巧けないで < ださい。傷の発をや破損の原因とな0まず。 

タッチバネルは指で軽く触れるよラに設計されていまず。指で 
強く押したり、先のとびったちの ( n \/ ボールペン/ピンなど） 
を巧し巧けたりしないでください。 

切下の場をはタッチパネルに触れても動作しないことびあり 
ます。また、誤動作の原因とな0ますのでご注意 < ださい。 

•手袋をしたままでの操作 
•[ f \ の先での操作 

■異物を操作面に乗せたままでの操作 

•保護シートやシールなどを貼っての操作 

•ディスプレイに水滴び付着または結露している状態での操作 

■磊れた指または汗で湿った指での操作 

•水中での操作 

•改造された au 電話は絶対に使用しないでください。改造された機器 
を使用した場合は電波法に抵触します。 

本製品に固有の認定および準拠マークに関する詳細(認証•認定ま 
号含む)は、本製品でな下の操作を行うことで、ご確認いただくこと 
びでをます。 

確認ちま: ホーム画面で胃 一 [設定] 一 [端末情報] 一 [法的情報] 
一歸証] 

本製品は電波法に基づ<特定無線設備の技術基準適合証明など 
を受けており、その記として、「技適マーク@」び上記の方法で 
確認でをます。 

本製品本体のネジを列して内部の改造を行った場合、技術基準適を 
証明などび無効となります。技術基準適を証明などび無効となった 
状態で使用ずると、電波法に抵触しますので、絶対に使用されない 
ようにお願いいたしまず。 
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•本製品に登録された連絡先•メール•お気に入りなどの内容は、事故 
や故障•修理、テの他取0扱いによって変化’消失する場合びありま 
す。大切な内容は必ず控えをお取0 ください。万一内容び変化•消失 
した場合の損害および逸失利益につきましては、 KDDI (株）•沖縄セ 
ルラー電話(株)では一切の責任は負いかねまずので、あらかじめご 
了承ください。 


♦本製品に保存されたコンテンツデータ(有料•無料を問わない)など 
は、故障修理などによる交換の際に引を継ぐことはでをませんの 
で、あらかじめご了承 < ださい。 


•本製品はディスプレイに液晶を使巧しております。低温時は表示応 
答速度び遅くなることちあ0ますび、液晶の性質によるもので故障 
ではありません。常温になれば正常に戻ります。 


•本製品で使用しているディスプレイは、非常に高度な技術で作られ 
ていますび、一部に点なしないドット(点)や常時点灯するドット 
(点)び存在ずる場含びあ0ます。これらは故障ではあ0ませんの 
で、あらかじめご了承 < ださい。 


確職目鶏麵日総うにごを意 


♦撮影などした写真/動画データや音楽データは、メール添付の利用 
などにより個別にパソコンに控えを取っておくことをおすすめしま 
す。ただし、善作権保護が設定されているデータなど、上記の手段で 
を控えび取れないをのをありまずので、あらかじめご了承ください。 
•本製品は不正改造を防止ずるために容易に分解で走ない構造に 
なっています。また、改造ずることは電波法で禁止されていまず。 

• 磁気カードやスピーカー、テレビなど磁力を有ずる磯器を本製品に 
近づけると故障の原因となる場合びありますのでごを意ください。 
強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 
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• ポケットやカバンなどに収納ずるときは、ディスプレイび金属など 
の硬い部枕こ当たらないよラにしてください。傷の発生や破損の原 
因となります。 

•寒い場所から急に暖かい場所に移動させた場含や、湿度の高い場 
所、エアコンの蚊を出し□の近くなど温度び急激に変化ずるよラな 
場所で使用された場含、本製品内部に水滴び付くことびあ0ます 
(結露といいます)。このよラな条件下でのご使用は湿気による腐食 
や故障の原因となりまずのでごを意ください。 


♦ディスプレイをおくとをは柔らかい巧で乾拭きしてください。磊ら 
した巧やガラスク1」ーナーなどを使うと故障の原因となりまず。 

• micraUS 日端子に microUS 日ケ-ブルを接続ずるときは 、 microUSB 
端子に巧して microUS 目ケーブルのコネクタび平行になるように 
抜き差ししてください。 

• microUSB 端子に microUSB ケーブルを接続した状態で無理な力 
を加えると破損の原因とな0ますのでご注意ください。 

•通常のゴ5と一緒に搭てないでください。環境保護と資源の有効利 
用をはかるため、不要となった本製品の回収にご協力ください 。 au 
ショップなどで本製品の回収をおこなっております。 

• 本製品の mic ^ oSD ;^モ U 力ードス□ットには、 micraSD メモ U 
カード(市販品)または microSDHC ; (モ U カード(市販品)しがが) 
をのは挿入しないでください。 


♦ microSD メモリカードの取り付け•取 D 外しの際に、必要切上の力 
を入れないでください。手や指を傷袖ブる場合びあ0まず。 

• microSD ^ モ U 力ードのデータ書き込み中や読み出し中に、振動や 
衝撃を与えたり、電源を切ったりしないでください。データの消失’ 
故障の原因となります。 


♦受話音声をお聞さになるとさは、受話□び耳の中央にあたるように 
してお使いください。受話□(音声巧)び耳周囲にふさびれて音声び 
聞さづらくなる場合びあ D ます。 
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♦送話□をおおって相手の方に舌び伝わ b ないよラにしてを、す目手の 
方に声び伝わりますのでご注意ください。 


♦ A ンズフリー通話をご使用の際はスピーカーから大きな音び出る 
場台びあります。耳から十分に離すなど、注意してご使用ください。 
•明るさセンサーを指でふさいだ0、明るさセンサーの上にシールな 
どを貼ると、周囲の明暗にセンサーび反応でさずに、正し < 動作し 
ない場合がありますのでごを意ください。 


•近接センサーの上にシールなどを貼ると、センサーび誤動作し着信 
中や通話中にディスプレイの表示び常に消え、操作び行えな < なる 
場合がありますのでごを意<ださい。 


•本製品の電地は内蔵型です。電池をご自分で交換しようとしないで 
ください。電池の交換については、 au ショップをしくはお客さまセ 
ンターにお間い合わせください。 


•夏期、閉めきった(自動車)車内に放置するなど、極端な高温やお温 
環境では電池の容量び恆下し、ご利用でさる時間び短くな0まず。ま 
た、電池の寿命を短くなります。できるだけ、常温でお使いください。 

• 初めてお使いのとさや、長時間ご使用にならなかったとさは、ご使 
用前に充電してください。 

•電池には寿命びあります。充電してを機能び回復しない場をは寿命 
でずのでご使用をおやめください。電油は内蔵型のため、 au シヨッ 
プなどでお預かりの横、有償修理となります。また、ご利用いただけ 
ない期間び発をする場合びありまず。あらかじめ、ご了承ください。 
なお、寿命は使用状態などによって異なります。 
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■タッチパネルにごいて 


♦タッチ操作は指で行ってください。ボールペンや鉛筆など先び銳い 
をので操作しないでください。正しく動作しないだけでなく、デイ 
スプレイへの傷の発をや、破損の原因となる場合びあ0まず。 
•ディスプレイにシールやシー h 類(市販の保護フイルムや號を見防 
止シートなど)を貼らないでください。タッチバネルび正しく動作 
しない原因となる場をびあります。 


♦ n \ 先でタッチ操作をしないでください。巧び割れたり、突さ指など 
けがの原因となる場含びあります。 


•ディスプレイ表面び巧れてしたり、汗や水で濡れてしぶと、誤廟作の原因とな 
ります。その場合は柔らかし佈でディスフレイ表面を乾跪してください。 


• ポケットやカバンなどに入れて持ち運ぶ際は、タッチパネルに金属 
などの伝導牲物質び近づいた場合、タッチ J (ネルび誤動作する場合 
びありますのでごま意<ださい。 

■巧電用機器について 


♦ご使用にならないとさは、 AC アダプタの電源プラグをコンセント 
か5列してください。 

•接続した microUSB ケーブルを、 AC アダプタ本体に卷さつけない 
でください。感電、発熱、火災の原因となります。 

• AC アダプタの電源プラグや WcroUS 目ケースレとの接続部を無理 
に曲げた0しないで < ださい。感電、発熱、义がの原因とな0ます。 

■micro au に力ードについて 


• micro au に力ードは、 au からお客様にお貸し出ししたものになります。 
紛失’破廈の場含は、有償交換となりますのでごを意ください。なお、故障 
と思われる場合、盗難•紛失の場合は、 au シヨッフをしくは円円 t までお問 
し、合わせください。 
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• micro au 1 C 力ードの取 D 外し、および挿入時には、必要な上に力を入れ 
ないようにしてください。ご使用になる au 電話への挿入には必要!;(上の 
負荷びかからないよラにして<ださい。 

• 他のに力ードリーダー/ライターなどに 、 micro au に力ードを巧入して 
故障した場合は、お客様の責任となりまずのでごま意ください。 

• 使用中 、 micro au 1 C 力ードび温かくなることびありますび異常ではあり 
ませんのでそのままご使用ください。 

• micro au に力ードのに(金属)部分はいつもきれいな状態でご使用くだ 
さい。お手入れは乾いた柔らかい巧(めびね拭きなど)などで试いてくだ 
さい。 


• micro au に力ードにシールなどを貼らないでください。 

■カメラ機能について 


齡[侧霸、屬肪 M 獅のうえご細 


♦本製品の故障•修理•その他の取り扱いによって、撮影した画像デー 
夕び蜜化または消失することびあり、この場を、当社は変化または 
消失したデータの修復や、データの変化または消失によって生じた 
損害、逸失利細こついて一切の責任を負いません。 


♦大切な撮影(結婚式など)をするときは、試し撮りをし、画像を再生 
して正しく撮影されていることをご確認ください。 


•販売されている書籍や、撮影の許可されていない情報の記録には使 
用しないで < ださい。 


•カメラのレンズに直射日光びあたる状態で放置しないでください。 
素テの退色•焼付けを起こずことびあります。 
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■音楽/動画機能について 


• 自動車や原動機巧自転車、自転車などの運転中は、音楽や動画を視聴 
しないでください。自動車•原動機巧自転車運転中の携帯電話の使用 
はま律で禁止されていまず(自輯車運転中の使用ち法律などで罰せ 
られる場をびあります)。また、歩行中でち周囲の交通に十分ごミ主意 
ください。周囲の音び間こえにくく、表示に気を取られ交通事故の原 
因とな0まず。特に踏切や横断歩道ではごを意ください。 


•耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聴くと、聴力にわる 
い影響を与える場合びありますのでご注意ください。 

• 電車の中など周囲に人びいる場合には、イヤホンなどからの音漏れ 
にご注意ください。 

■著作権•肖像権について 


♦お客様び本製品で撮影•録音したデータの複製•改変•編集などを 
する場を、個人で楽しむなどの他は、著作権上、権利ちに無断で 
データを使用でさません。また、他人の肖像や氏名を無断で使用’ 
改変などをずると肖像権の侵害となるおそれびありますので、そ 
のぶラなご利用ちお控え < ださい。 

なお、実演や興行、展示物などでは、個人で楽しむなどの目的であって 
を、撮影•録音を制限している場合びありますのでごを意ください。 


• 撮影したフオトなどをインターネットホームページなどで公開す 
る場合は、菁作権や肖像権に十分ご;主意ください。 


•著作権まで別段の定めびある場合を除き、著作権の目的となってい 
る画像などを転送することはでさません。 
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■本製品の記録内容の控え作成のお願い 

•ご自分で本製品に登録された内容や、别部から本製品に取り 
込んだ内容で、重要なちのは控えをお取0 ください。本製品の 
^モ1」は、静電気•故障などの不測の要因や、修理•誤った操作 
などにより、記録内容び消えたり！化する場をびあ0まず。 

《控え作成の手段:連絡先のデータや音楽データ、撮影したつォト 
やムービーなど、重要なデータは microSD メモリカードに保存 
しておいてください。またはメールに添付して送信したり、バソ 
コンに窗送しておいてください。ただし、上記の手段でを控えび 
作成でさないデータがあります。あらかじめ、ご了承ください。 
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ごが用いただ < 各種お証番号について 

本製品をご使用いただく場合に、各種の暗証番号をごが用いたださまず。 
ご利用いただ < 暗証番号は;欠の通りとなります。設定された各種の暗 
証番号は各種操作•ご契約に必要となりますので、お忘れにな6なし、よ 
うごを意ください。 


•暗証き号 


使用例 

①お留守番サービス、着信窗送サービスを一般電話から遠隔 
操作ずる場合 

③お客さまセンター音声応答、 au ホームページでの各種照 
会’申込’変更をする場合 

初期値 

申込書にお客様び記入した任意の4巧のま号 


参□ック解除用暗-証番号 参円 N 〕ー ド 


使用例 

第；者による micro au 
にカードの無断使用を 
防ぐ場合 

初期値 

1234 


使用例 

画面□ックの認証設定 
などの設定/解除ずる 

•1 •曰厶 

场〇 

初期値 

なし 


参 E メールのフオルダ□ック用パスワード 


使用例 

—ルの「フォルダ□ック」を利用する場合 

颗]期値 

なし 


プライバシーを守るための機能について 

保存されているデータのプライバシーを守るために、本製品には次の 
よラな磯能び用意されています。 

• 画面□ック 

• E メ-ルのフオルダ□ック 
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PIN コードについて 

PIN コードは3回連続で間違えるとコードび□ックされます。□ックさ 
れた場合は、 PIN □ック辭除コードを和用して解除でさます。 

■ PIN コード 

第3者による micro au にカードの無断利用を防ぐために、電源を入れ 
るたびに PIN コードの入力を必要にずることびでさます。 

• お買い上げ時は円 N コー ドの入力び不要な設定になっていまずび、 
ホーム画面一胃一[設定]一[セキュ U ティと位置情報] 一 [UIM 
カード□ックの設定] 一 [ UIM カードを□ック]で入力び必要な設定 
にを更でさ丰す 

なお、 「 UIM カードを□ック」を設定する場合にも円 N コードの入力 
び必要です。 

•お買い上げ時の円 N コードは「1234」に設定されていますび、お客 
様の必要に応じて PIN コードは4〜8巧のお好をな番号に変更でさ 
ます。 

■PIN ロック解除コード 

PIN コードび□ックされた場合に入力することで□ックを解除でさま 
す。 

. PIN □ック解除コードは 、 micro au に力ードび取り巧けられていた 
プラスティックカード裏面に印字されている8巧の番号で、お買い 
上げ時にはすでにまゆられています。 

• PIN □ック解除コードを入力した場合は、ホーム画面一胃一[設 
定]一[セキュリティと位置情報]一山 IM 力ード□ックの設定]一 
山 IM 円 N の変更]で新しく円 N コードを設定してください。 

• PINO ック解除コードを1日回連続で間違えた場合は、 au ショップ • 
Pi 円 t もしくはお客さまセンターまでお問い合わせください。 

※「円 N コード」は「データの初期化」を行ってをリセットされません。 
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Bluetooth®/ 無線 LAN(Wi-Fi®) 機能 
をご使用の場合のお願い 

周波数帯について 

本製品の Bluetooth ®' 機能および無線 LAI \ KWi-F の機能は、 2.4 GHz 帯 

の2.402 GHz か日2.480 GHz までの周波を使用しまず。 

SS3 • Bluetoot が機能ぶ .4 FH 1 /XX8 

- 本製品は 2.4 GHz 帯を使用しまず。 FHl は、変調方式と 

して FH-S 壊調方式を採用し、与干渉距離は約1日 m 
な下でず。 XX 到まその他ち式を採用し、ち干渉距離は 
約 80 m 政下です。 

. 無線 LAN(Wi-Fi み) 機能 : 2.4 DS4/0F4 

本製品は 2.4 GHz 帯を使用しまず。変調方式として 
DS-SS 方式および OFDM 方式を採用しています。 与 
干渉距離は約 40 m 政下でず。 

2.402 GHz 〜2.480 GHz の全帯域を使用し、かつ移動 
体識別装置の帯域を回避巧能です。 

巧用可能なチャンネルは、国により異なります。 

航空磯巧の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 

Bluetooth ® についてのお願い 

-本製品の Blue 怕 ot が磯能は日本国内規槪 FCC 規格および EC 指令に 
準拠し、認定を取得しています。一部の国/地域では Bluetoot が機能 
の使用び制限されることびあ0まず。海列でご利用になる場合は、そ 
の国/地: i のま規制などの条件をご確認ください。 

.無線 LAN OA / i - Fi ®) や Bluetooth ® 機器び使用する 2.4 GHz 帯は、さま 
ざまな機器び共有して使用する電波帯です。そのため、目 luetooth ® 
機器は、同じ電波帯を使用する磯器からの影響を最ル限に抑えるた 
めの技術を使用していますび、場合によっては他の機器の影響に 
よって通信速度や通信距離び低下することや、通信び切断すること 
びあります。 
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• 通信機器間の距離や障害物、 Bluetooth ® 機器によ D 、 通信速度や通 
信距離は異なりまず。 

Bluetooth ® ご使用上のま意 

本製品の团 uetooth ® 磯能の使用周波数は 2.4 GHz 帯でず。この周波数 

帯では、電子レンジなどの家電製品や産業•科学•医療用機器のほか、ほ 

かの同種無線局、工場の製造ラインなどで使用されるを許を要ずる移 

動体識別用構内無線局、免許を要しない特定のル電力無線局、アマチユ 

ア無線局など (1 U 下「ほかの無線局」と略ず)び運用されています。 

1. 本製品を使用ずる前に、近くで「ほかの無線局」び運用されていない 
ことを確認してください。 

2. 万一、本製品と「ほかの無線局」との間に電波干渉の事例び発生した 
場合には、ずみやかに本製品の使用場所を変えるか、または磯器の 
運用を停止(電波の発射を停止)してください。 

3. ご不明な点やその他お困りのことび起きた場合は、 au シヨッフもし 
くはお客さまセンターまでご連緒ください。 

無線 LAN ( Wi - FP ) についてのお願い 

• 本製品の無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能は日本国内規檐 FCC 規格および EC 
指令に準拠し、認定を取得しています。一部の国/地域では無線 LAN 
( Wi - Fi ®) 機能の使用び制限されることびあります。ミ毎列でご利用に 
なる場合は、その国/地域のま規制などの条件をご確認ください。 

•電気製品 ’ AV ’ OA 機器などの磁気を帯びているところや電磁波び発 
生しているところで使用しないでください。 

-職気や電気雑音の影響を受けると雑音び大さ < なった0、通信びで 
さなくなることびあります(特に電モレンジ使用時には影響を受け 
ることびあ0ます)。 

•テレビ、ラジオなどの近くで使用すると受信障害の原因となったり、 
テレビ画面び乱れることびあ0ます。 

•近くに複数の無線 LAN ( Wi - R ®) アクセスポイントが存在し、同じ 
チヤンネルを使用していると、正しく検索でをない場をびあります。 
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•航空機巧での使用はでさません。無線 LAN ( Wi - R ®) 対応の航空機巧 
であってち、必ず電源をお切り < ださい。ただし、一部の航空を社で 
はご利用いただける場合ちございまず。詳細はご搭乗される航空妄 
社にお間い合わせください。 

無線 LAN ( Wi - FP ) ご使用上のミち意 

本製品の無線 LAN ( Wi - Fi ®) 磯能の使用周波数は 2.4 GHz 帯、日 GHz 帯 

です。 2.4 GHz の周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業•科 

学•医療用機器のほか、ほかの同種無線局、工場の製造ラインなどで使巧 

される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定の 

ル電力無線局、アマチュア無線局など(凹下「ほかの無線局」と略す)び運 

用されています。 

1. 本製品を使用ずる前に、近くで「ほかの無線局」び運用されていない 
ことを確認してください。 

2. 万一、本製品と「ほかの無線局」との間に電波干渉の事例び発ちした 
場合には、ずみやかに本製品の使用場所を変えるか、または磯器の 
運用を停止(電波の発射を停止)してください。 

3. ご不明な点やその他お固りのことび起きた場合は、 au シヨ ッフ もし 
くはお客さまセンターまでご連緒ください。 

◎本製品はすべての Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi - Fi ® 闲応磯器との接続動 
作を確認したものではありません。したびって、すべての Bluetoot が 
無線 LAN ( Wi - FP ) 対応機器との動作を保証ずるものではありません。 

◎無線通信時のセキュリティとして、 Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi - Fi ®) 
の標準仕様に準拠したセキュ U ティ機能に対応しておりますび、使 
用環境および設定内容によってはセキュ1」ティび十分でない場合び 
考えられます。 Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi - Fi ’ を) によるデータ通信を 
行う際はご注意ください。 

◎無線 LAN ( Wi - F 巧は、電波を利用して情報のや0とりを行ラため、電波の 
届く範囲であれば自由に LANI 接続でさる利点びあります。その反面、セ 
キュリテイの設定釘わてしないときは、悪意ある第兰萄こより不正に侵 
入されるなどの行為をされてしまラ可能性びあ0ます。お客様の判断と 
責任において、セキ： lU テイの-設定を行い、使用することを推奨します。 
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◎ Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi - R ®) 通信時に発生したデータおよび情 
報の漏襯こつきましては、当社では責任を負いかねますのであらか 
じめご了承ください。 

◎巳 luetootif と無線 LAN ( Wi - F 巧は同じ無線周波数帯を使用するため、 
同時に使用すると電波び干渉し合い、通信速度の低下やネッ h ワーク 
び切断される場合びあります。接続に支障びある場合は、令お使いの 
目 luetooth ® 無線 LAN ( Wi - F 巧のし)ずれかの使用を中止してください。 

無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能の已 GHz 帯使用チャンネル 

について 

本製品照 GHz の周波数帯におしで W 已と W 53、 W 己目の3種類のチャン 

ネルを利用でをます。 

◎ W 已 2、 W 日3は電波法により屋列での使用び禁じ日れてしほす。 

パケット通信料についてのご注意 

•本製品は常時インターネットに接続される仕様であるため、アプ I 」 
ケーシヨンなどにより自動的にパケット通信び行われる場合びありま 
す。このため、 ご巧用の隙はパケット通信料び高額になる場含びあ0ま 
すので、パケット通信料割弓 I サービスへのご加入をおすずめします。 

•本製品でのホームページ閲覧や、アフリケーシヨンなどのダウン 
□ー ド、アプ U ケーシヨンによる通信、ールの送受信、各種設定を 
行ラ場合に発をする通信はインターネッ h 轻由での接続となり、バ 
ケット通信は有料となります。 (「 au からの重要なお知5せメール」、 
「WEB de 請求書お知6せメール」などの E メール受信も有料となり 
ます。） 

また、プラン E シンプル/プラン E にご加入された場合であってち、 
E メール(〜 @ ezweb . ne . jp ) の送受信は無料にはならず、パケット通 
信料び発をします。 (「 E ;< —ル(〜魯 ezweb . ne . jp )」 をご利用いただ 
くにはに NET へのご加入び必要です。） 

※無線 LAN ( Wi - Fi ®) 接続の場合はバケツト通信料はかかりません。 
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Android マーケツト /au one Market / アプリ 
ケーシヨンについて 

• アプリケーシヨンのインストールは安全であることを確認のラえ、 
自己責任において実施してください。アプ U ケーシヨンによっては、 
ウイルスへの感染や各種データの破壊、お客様の位置情報や利用履 
歴、携帯電話内に保存されている個人情報などびインターネットを 
通じて列部に送信される可能性びあります。 

•万一、お客様びインストールを行ったアプリケーシヨンなどにより 
不具合びをじた場合、当社では責任を負いかねます。この場合、保証 
期間巧であってち有償修理となる場合びありますので、あ5かじめ 
ご了承ください。 

•お客様びインストールを行ったアフリケーシヨンなどによりお客様 
ご自身または第=者への不利なび生じた場合、当社では責任を負い 
かねます。 

•アフリケーシヨンによっては 、 microSD メモリカードをセットして 
いないと和用でさない場合びあります。 

•アフリケーシヨンの中には動作中、無操作時間が続いてをディスフレイ 
の表示び消えな < なったり、バックグラウンドで動作して電池の消耗び 
激しくなるものびあります。 

•本製品に搭載されているアフリケーシヨンやインストールしたアフリ 
ケーシヨンはアフ U ケーシヨンのバージヨンアッフによって操作方法 
や画面表示び予告なく変更される場合びあります。また、取扱説明書に 
記載の操作と異なる場含びあ0ますのであ5かじめご了承<ださい。 

携帯電話機の比吸収率 ( SAR ) について 

この機種 MOTOROLA RAZR ™ IS 12 M の携帯電話機は、国び定めた 
電波の人体吸収に関する技術基準および電波防護の国隙ガイドライン 
に適合しています。この携帯電話機は、国び定めた電波の人体吸収に関 
する技術基準ならびに、これと同等な国隙ガイドラインび推巽する 
電波防護の許容値を遵守するよラ設計されていまず。 

この国際ガイドラインは世界保健機関 ( WH 日)と協力関係にある国隙 
非電離放射線防護委員を(に NIRP ) び定めたをのであ0、その許容値は 

33 


使用者の年齢や健康状況に関係なく十分な安全率を含んでいます。国 
の巧術基準および国隙ガイドラインは電波防護の許容値を人体頭部に 
吸収される電波の平均エネルギー量を表ず比吸収率 ( SAR : Specific 
Absorption Rate ) で定めており、携帯電話機に対する SAR の許容値 
は 2.0 W / k 旨でず。この携帯電話機の側頭部における SAR の最大値は 
0.已9已 W / kg です。個々の製品によって SAR に多少の差異び生じるこ 
ともありますび、いずれち許留値を満足していまず。携帯電話磯は、携 
帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計され 
ているため、実際に通話しているが態では、通常 SAR はよりかさい値と 
な D ます。一般的には、基地局からの距離び近いほど、携帯電話機の出 
力はかさくなりまず。 

この携帯電話機は、側頭部！;(列の位置でを使用可能でず。 KDO 帷巽の 
au キヤ1」ングケース F ブラック(日1 05 FCA ) (別売)を用いて携帯電話 
磯を身体に装着して使用ずることで、この携帯電話磯は電波防護の国 
隙ガイドラインを満足します 

KDD 帷奨の au キヤリングケース F ブラック(010已 FCA ) (別売)をご 
使用にな日ない場合には、身体から1.已センチ切上の距韶に携帯電話機 
を固定でさ、金属部分の含まれていない製品をご使用ください。 

巧巧な健機関は、モバイル機器の使用に関して、馬在の科学情報では人 
体への悪影響は確認されていないと表明しています。ちし個人的に/こ、 
配であれば、通話時間を抑えた0、頭部や体から携帯電話機を離して使 
用することびでをる A ンスフ1」一用磯器を利用しても良いとしてい 
ます。さ引こ詳しい情報をお知りにな0たい場合には世界保健磯関の 
ホームページをご参照ください。 

(httDi//www.who.int/docstore/Deh-eiiif/Djjbiications/factsj]ress/ract iapanese.htiii) 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、しソ降に記載 
の各ホームページをご参照ください。 

〇総務省のホームページ： 

http://www.tele.s 加 mu. 巨 0.J 日 / ン ele/index.htm 

〇—般社団法人電波産業をのホームページ： 

http://www.arib-emf.org/index 02 .html 

0 au のホームページ： 
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《 1 巧術基華については、電波法関連省令(無線設備規則第 14 条の 2) 
で規定されています。 

&2携帯電話磯本体を側頭部切列でご使用になる場をの SAR の測定 
法については、2日1日年3月に国際規格 ( IEC 6 の 09-2) が制定さ 
れましたび、国の技術基準については、情報通信審議尝情報通信 
技術分科芸に設置された電波が用環境委員尝にて審議している 
段階です。(2日11年3月現在） 

Radio Frequency ( RF ) Energy 

Exposure to RF Energy 

Your mobile device contains a transmitter and receiver. When it is ON, 
it receives and transmits RF energy. When you communicate with your 
mobile device, the system handling your call controls the power level 
at which your mobile device transmits. 

Your mobile device is designed to comply with local regulatory 
requirements in your country concerning exposure of human beings 
to RF energy. 

RF Energy Operational Precautions 

For optimal mobile d 削 ice performance, and to be sure that human 
exposure to RF energy does not exceed the guidelines set forth in the 
relevant standards, always follow these instructions and precautions: 

• When placing or receiving a phone call, hold your mobile device 
just like you would a landline phone. 

• If you wear the mobile device on your body, always place the mobile 
device in a Motorola-supplied or approved clip, holder, holster, 
case, or body harness. If you do not use a body-worn accessory 
supplied or approved by Motorola, keep the mobile device and its 
antenna at least 2.5 cm (1 inch) from your body when transmitting. 

• Using accessories not supplied or approved by Motorola may cause 
your mobile device to exceed RF energy exposure guidelines. For 
a list of Motorola-supplied or approved accessories, visit our Web 
site at: www.motorola.com. 
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RF Energy Interference/Compatibility 

Nearly every electronic device is subject to RF energy interference 
from external sources if inadequately shielded, designed, or otherwise 
configured for RF energy compatibility. In some circumstances, your 
mobile d 削 ice may cause interference with other d 削 ices. 

Specific Absorption Rate ( ICNIRP ) 

YOUR MOBILE DEVICE MEETS INTERNATIONAL 
GUIDELINES FOR EXPOSURE TO RADIO WAVES. 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is designed 
not to exceed the limits for exposure to radio waves (radio frequency 
electromagnetic fields) recommended by international guidelines. The 
guidelines were devel 啡 ed by an indep 帥 dent scientific organization 
(ICNIRP) and include a substantial safety margin designed to assure 
the safety of all persons, regardless of age and heal 化 . 

The radio wave exposure guidelines use a unit of measurement known 
as the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile 
devices is2 W/kg. 

Tests for SAR are conducted using standard operating positions with 
the device transmitting at its highest certified power level in all tested 
frequency bands. The highest SAR values under the に N 旧 P guidelines 
for your device model are listed below:__ 


Head SAR 

CDMA 孤 0/2100, Wi-Fi, Bluetooth 

0.595 W/kg 

Body- 
worn SAR 

CDMA 80 日 / 21 孤 , Wi-Fi, Bluetooth 

0.44 W/kg 


During use. the actual SAR values for your device are usually well below 
the values stated. This is because, for purposes of system efficiency and to 
minimize interference on the network, the operating power of your mobile 
device is automatically decreased when full power is not n 能お (3 for the call. 
The lower the power output of the device, the lower its SAR value. 
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Body-worn SAR testing has been carried o 山 using an approved 
accessory or at a separation distance of 2.5 cm (1 inch). To meet RF 
exposure guidelines during body-worn operation, the device should 
be in an approved accessory or positioned at least 2.5 cm (1 inch) 
away from the body. If you are not using an approved accessory, 
ensure that whatever product is used is free of any metal and that it 
positions the phone at least 2.5 cm (1 inch) away from the body. 

The World Health Organization has stated that present scientific 
information does not indicate the need for any special precautions for 
the use of mobile devices. They recommend that if you are interested 
in further reducing your exposure then you can easily do so by limiting 
your usage or simply using a hands-free kit to keep the device away 
from the head and body. 

Additional information can be found at www.who.int/eml (World 
Health Organization) or www.motorola.com/rfhealth (Motorola 
Mobility, Inc.). 

Information from the World Health 
Organization 

"A large number of studies have been performed over the last two decades 
to assess whether mobile phone pose a potential health risk. To date, no 
adverse health effects have been established for mobile phone use." 
Source: WHO Fact Sheet 193 
Further information: http://www.who.int/emf 
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European Union Directives 
Conformance Statement 

The following CE compliance information is applicable to Motorola 
mobile devices that carry one of the following CE marks: 

The CE mark demonstrates compliance for purposes of sale and use 
within the European Union and regions that recognize EU a 山 horization. 
If your product does not have a CE mark, you should consult with your 
carrier before using in those areas. 

(€0168 

f ご〇イに〇 ^^ [Only Indoor Use Allowed In France 
L tU 100 の for Bluetooth and/or Wi-Fi] 

Hereby, Motorola declares that this product is in compliance with: 

• The essential requirements and other relevant provisi 加 s of 
Directive 1999/5/EC 

• All other relevant EU Directives 


Product 
Appro 础 
Number 


The above gives an example of a typical Product Approval Number. 
You can view your product's Declaration of Conformity (DoC) to Directive 
1999/5/EC (to R&TTE Directive) at www.motorola.com/i1te. To find 
your DoC, 即 ter the Product Approval Number from your product's 邮 el 
in the "Search" bar on the website. 


IMEI: 350034 /40/394721/9 

(¢0168 

[Type:MC241H14 ] — 
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FCC Notice to Users 

The following statement applies to all products that bear the 
FCC logo on the product label. 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for 
a Class B digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules. See 47 
CFR Sec. 15.105(b). These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation. 
This equipment generate^ uses and can radiate radio frequency energy 
and, if not installed and used in accordance with the instructions, may 
cause harmful interference to radio communications. However, there is 
no guarantee that interference will not occur in a particular installation. 
If this equipment does cause harmful interference to 口出〇 or television 
reception, which can be determined by turning the equipment off and 
on, the user is 帥 couraged 化 try to correct the interference by one or 
more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to an outlet on a circuit different from that 
to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced ["adio/TV technician for help. 
This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is 
subject to the following two conditions:(1)This device may not cause 
harmful interference, and (2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause undesired operation. 
See 47 CFR Sec. 15.19(3). 

Motorola has not approved any changes or modifications to this 
device by the user. Any changes or modifications could void the user's 
authority to operate the equipment. See 47 CFR Sec.15.21. 

For products that support Wi-Fi 802.1 1a (as defined in the product 
specifications available at www.motorola.com). the following 
information applies. This equipm 即 t has the capability to operate Wi¬ 
Fi in the 5 GHz Unlicensed National Information Infrastructure (U-NII) 
band. Because this band is shared with MSS (Mobile Satellite Service^ 



the FCC has restricted such devices to indoor use only (see 47 CFR 
15.407(e)). Since wireless hot spots operating in this band have the 
same restriction, outdoor services are not offered. Nevertheless, please 
do not operate this device in Wi-Fi mode when outdoors. 

Location Services (GPS & AGPS) 

The following information is applicable to Motorola mobile devices 
that provide location based (GPS and/or AGPS) functionality. 

Your mobile device may use Global Positioning System (GPS) signals 
for location-based applications. GPS uses satellites controlled by 
the U.S. government that are subject to changes implemented in 
accordance with the Department of Defense policy and the Federal 
Radio Navigation Plan, these changes may affect the performance of 
location technology on your mobile d 削 ice. 

Your mobile device may also use Assisted Global Positioning System 
(AGPS), which obtains information from the cellular network to 
improve GPS performance. AGPS uses your wireless service provider's 
network and therefore airtime, data charges, and/or additional charges 
may apply in accordance with your service plan. Contact your wireless 
service provider for details. 

Your Location 

Location-based information includes information that can be used 
to determine the approximate location of a mobile device. Mobile 
d 削 ices which are connected to a wireless network transmit location- 
based information. Devices enabled with GPS or A 白 PS technology 
also transmit location-based information. Additionally, if you use 
applications that require location-based information (e.g. driving 
directions), such applications transmit location-based information. 
This location-based information may be shared with third parties, 
including your wireless service provider, applications providers, 
Motorola, and other third parties providing services. 
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Emergency Calls 

When you make an emergency call, the cellular network may activate 
the A 白 PS technology in your mobile device to tell the emergency 
responders your approximate location. 

A 白 PS has limitations and might not worK in your area. Therefore: 

• Always tell the emergency responder your location to the best of 
your ability ： and 

• Remain on the phone for as long as the emergency responder 
instructs you. 

Navigation 

The following information is applicable to Motorola mobile devices 
that provide navigation features. 

When using navigation features, note that mapping information, directions and 
other navigational data may contain inaccurate or incomplete data. In some 
孤 un 怖 s, complete information may not be available. Therefore, you should 
visually confirm that the navigational instructions are consistent with what you 
see. All drivers should pay attention to road conditions, closures, traffic, and all 
other factors that may impact driving. Always obey posted road signs. 

Privacy & Data Security 

Motorola understands that privacy and data security are important to 
everyone. Because some features of your mobile d 削 ice may affect 
your privacy or data security, please follow these recommendations to 
enhance protection of your information: 

• MonHor access — Keep your mobile device with you and do 
not leave it where others may have unmonitored access. Use your 
device's security and lock features, where available. 

• Keep software up to date— If Moto 阳 la or a software/application 
vendor releases a patch or software fix for your mobile device that 
updates the device's security, install it as soon as possible. 
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• Secure Personal Information— Your mobile device can store 
personal information in various locations including your SIM card, 
memory card, and phone memory. Be sure to remove or clear all personal 
information before you recycle, return, or give away your device. You can 
also backup your personal data to 帕 nsfer to a new device. 

Note: For information on how to backup or wipe data from your 
mobile device, go to www.molorola.com/support 

• Online accounts— Some mobile devices provide a Motorola 
online account (such as MOTOBLUR). Go to your account for 
information 加 howto manage the account, and how to use security 
features such as remote wipe and device location (where available). 

• Applications and updates— Choose your apps and updates 
carefully, and install from trusted sources only. Some apps can 
impact y 加「 phone's performance and/or have access to private 
information including account details, call data, location details 
and network resources. 

• Wireless— For mobile d 削 ices with Wi-Fi features, only connect 
to trusted Wi-Fi networks. Also, when using y 加「 d 削 ice as a 
hotspot {where available) use network security. These precautions 
will help prevent unauthorized access to your device. 

• Location-based information— Location-based information 
includes information that can be used to determine the approximate 
location of a mobile device. Mobile ph 加 es which are connected 
to a wireless network transmit location-based information. Devices 
enabled with 白 PS or A 白 PS technology also transmit lo 础 ion- 
based information. Additionally, if you use applications that 
require location-based information (e.g. driving directions), such 
applications transmit location-based information. This location- 
based information may be shared with third parties, including your 
wireless service provider, applications providers, Motorola, and 
other third parties providing services. 
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• other information your device may transmit — Your 
device may also transmit testing and other diagnostic (including 
location-based) information, and other non-personal information 
to Motorola or other third-party servers. This information is used to 
help improve products and services offered by Motorola. 

Software Copyright Notice 

Motorola products may include copyrighted Motorola and third-party 
software stored in semiconductor memories or other media. Laws 
in the United States and other countries preserve for Motorola and 
third-party software providers certain exclusive rights for copyrighted 
software, such as the exclusive rights to distribute or reproduce the 
copyrighted software. Accordingly, any copyrighted software contained 
in Motorola products may not be modified, reverse-engineered, 
distributed, or reproduced in any manner to the extent allowed by law. 
Furthermore, the purchase of Motorola products shall not be deemed 
to gunt either directly or by implication, est 叩 pel, or otherwise, 
any license under the c 叩 yrights, patents, or patent applications of 
Motorola or any third-party software provider, except for the normal, 
non-exclusive, royalty-free license to use that arises by operation of 
law in the sale of a product. 

Content Copyright 

The unauthorized copying of c 叩 yrighted materials is contrary to 
the provisions of the Copyright Laws of the United States and other 
countries. This device is intended solely for copying non-c 叩 yrighted 
materials, materials in which you own the copyright, or materials 
which you are authorized or legally permitted to c 叩 y. け you are 
uncertain about your right to c 叩 y any material, please contact your 
legal advisor. 
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Open Source Software Information 

For instructions on how to obtain a copy of any source code being 
made publicly available by Motorola related to software used in this 
Motorola mobile d 削 ice, you may send your request in writing to the 
address below. Please make sure that the request includes the model 
number and the software version number. 

MOTOROLA MOBILITY, INC. 

OSS Management 
600 North US Hwy 45 
Libertyville, IL 60048 
USA 

The Motorola website opensource.motorola.com (in English only) 
also contains information regarding Motorola's use of open source. 
Motorola has created the opensource.motorola.com website to 
serve as a portal for interaction with the software community-at-large. 
To view additional information regarding licenses, acknowledgments and 
required copyright n 加 ces for 啡 en source packages used in this Motorola 
mobile d 削 ice, please press Menu Key > Settings > About phone > 
Legal information > Open source licenses. In addition, this Motorola 
device may include self-contained applications that present supplemental 
notices for 叩 en source packages used in those applications. 
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Copyright & Trademarks 

Motorola Mobility, Inc. 

Consumer Advocacy Office 
600 N US Hwy45 
Liberty 川 le, IL 60048 

www.motorola.com 

Certain features, services and applications are network dependent and 
may not be available in all areas; additional terms, conditions and/or 
charges may apply. Contact your service provider for details. 

All features, functionality, and other product specifications, as well 
as the information contained in this guide, are based upon the latest 
available information and believed to be accurate at the time of printing. 
Motorola reserves the right to change or modify any information or 
specifications without notice or obligation. 

MOTOROLA and the Stylized M Logo are trademarks or registered 
trademarks of Motorola Trademark Holdings, LLC. Google, the 
Google logo, Google Maps, Google Maps Navigation, Google Talk, 
Google Latitude, Google Finance, Gmail, YouTube, Picasa, Androidify, 
Android and Android Market are trademarks of G 邮 gle, Inc. All other 
product or service names are the property of their respective owners. 
©2012 Motorola Mobility, Inc. All rights reserved. 

Caution: Motorola does not take responsibility for changes/ 
modification to the transceiver. 

Product ID: MOTOROLA RAZR™ IS12M 

輸出管理規制 

本製品および付属品は、曰本輸出管理規制(「列国為替及びが国貿易法」 
およびその関連法令)の適用を受ける場含びあ0まず。また米国再輸出 
規制 (Export Administration Regulations ) の適用を受ける場合び 
あ0まず。本製品および付属品を輸出および再輸出する場含は、お客様 
の責任および費用負担において必要となる手続きをお取0ください。 
詳しい手続きについては経済産業省または米国商務省へお問い含わせ 
ください。 
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知的財度権について 

■商標について 

本書に記載している尝社名、製品名は、各社の商標または登録商標でず。 
• microSDv microSDHC は、 SD アソシエーシヨンの商標です。 

. microSDHC □ゴは SD -3 C . LLC の商標です。 


m 製 


• 日本語変換はオム□ンソフトウェア(株)の iWm を使巧しています。 
iWm はオム□ン株式会社の登録商標でず。 
iWnn IME © 0 MR 0 N SOFTWARE Co ., Ltd . 2009-2012 all 

「刚 tsreserved {WHIIIME 

I 团 uetooth ® ワードマークおよび□ゴは、 の 
Bluetooth ® SIG . Inc . び所有する登麵標が WUetOOm 
であり 、 Motorola Mobility . Inc.l ま、これら smart ready 

商標を使用する許可を受けています。 

• Wi - Fi ® は、 Wi-R Alliance ® の登録商標でず。 


吸固^^で 

CERTIFIE が 


•モト□-ラ、 MOTOROLA、MOTOROLA RAZR 、 モト□-ラの□コ 
マ-クは 、 Motorola Trademark Holdings , LLC . の登録商標です。 

I Android □ボットは Goo 吕 le び作成および共有する善作物を複製ま 
たは修正したをのであり、クリエイテイプ•コモンズ 3.0 帰属ライセ 
ンスの条件に従って使用されています。 

• Goo 吕 le 、 Google □コ 、 Google Maps 、 An か oid 、 Android マー ケツ 
卜、 Android □コは 、 Google Inc . の商標です。 

• HDMI ( High-Definition Multimeaia ■ ■… 

Interface ) および HDMI の□ゴは、 nUl I II 

HDMI Licensing . LLC の商標または副-…誦。國眼。…画" 
登録商標です。 
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• KEVLAR ® は 、 Motorola Mobilr 
ライセンスの下で使用される DuPon む 
録商標です。 



Copyright ( C ) 2010- Three Laws of 
Mobility . All Rights Reserved . 


巧 3LM 

^ ..で i - r > 


• TRENDM に RO 、 およびウイルスバスターは、トレンドマイク□株 
式を社の登録商標でず。 

• Facebool (および Facebook □ゴは Facebook , Inc . の商標または 
登録商標です。 

. Skype 、 関連商標および□ユに」記司ま Skype Umited 社の商標で 
す。 

•「 Twitter 」 は Twitter , Inc . の登録商標です。 

.「 jibe 」 は Jibe Mobile 株式会社の商標です。 

•「 GREE 」 は、曰本で登録されたグリー株式会社の登録商標または商 
標です。 

•音楽認識テクノ□ジーおよび関連データ< 

は、 Gracenote ® により提供されます。 2 gracenote . 

Gracenote は、音楽認識テクノ □ジーおよ 
び関連コンテンツ配信の業界標準です。 

詳細については、次の Web サイトをご覧ください： 
www.gracenote.com 

白旧 cenote からの CD および音楽関連データ: Co 叫「帥 t ◎ 2000 
- present Gracenote . 

Gracenote Software：Copyright 2000 - present ( Gracenote . 
この製品およびサービスは、な下に挙げる米国特許の 1 つま 
たは複数を実践している可能性びあります:#已夕 S 7, 已2已、 
#6,061.目80、#6,1己4,773、 #6,161,132. #6,230. 1 92、 
#目，230,207、#6,240,459、#6,330,己93、およびその他の取得 
済みまたは申請中の特許。 

-部のサービスは、ライセンスの下、米国特許げ6,304，已 23) 用に 
Open Globejnc . から提供されました。 
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Gracenote および CDDB は G 旧 cenote の登録商標です。 

G 旧 cenote の nil と□コタイプ、および 「Powered by GracenoteJ 
□ コは G 旧 cemte の商標でず。 

Gracenote サービスの使用につしのま、;欠の Web ぺージをご覧くだ 
さし、: www.gracenote.com/corporate 

. その他本文中に記載されている尝社名および商品名は、各社の商標 
または登録商標でず。 

■その他 

本製品に搭載されているソフトウェアまたはその一部につを、改蜜、翻 
訳•翻案、リバース•エンジニアリング、をコンバイル、逆アッセンブル 
を斤ったり、それに関与してはいけません。 
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Gracenot がエンドユーザー使用許諾契約書 

本ソフトウェア製品または本電器製品には、力1」フォルニア州ェメ 
リービル市の Gracenote , Inc . 似下！ " Gracenote 」 とする)から提供 
されているソフトウェアび含まれています。本ソフトウェア製品また 
は本電器製品は、 Gracemte 社のソフトウェア(が下 「 Gracemte ソ 
フトウェア」とずる)を fy 用し、音楽 CD や楽曲ファイルを識別し、アー 
ティスト名、トラック名、タイトル情報(じ[下 「 Gracenote データ」とす 
る)などの音楽関連情報をオンラインサーバー或いは製品に実装され 
たデータベース(じ[下、総称して 「 Gracenote サーバー」とする)から取 
得するとともに、取得された Gracenote データを利用し、化の機能も 
実現しています。お客様は、本ソフトウェア製品または本電器製品の使 
用用途切列に、つまり、ェンドユーヴー向けの本来の磯能の目的な外に 
Gracemte データを使用することはでをません。 

お客様は、 Gracenote デ -巧、 Gracenote ソフトウ i ア、および 
Gracenote ヴーパーを非営利的かつ個人的目的にのみに使用するこ 
とについて、同意ずるちのとしまず。お客様は、いかなる第=者に巧し 
ても、 Gracenote ソフトウェアや Gracenote データを、譲渡、〕ピー、 
窗送、または送信しないことに同意するものとします。 お客様は、こ 
こに明を的に許諾されていること外の目的に、 Grac 加 ote データ、 
Gracenote ソフトウ； l ア、または Gracenote ヴ ー/ ' ll - を使用または 
活用しないことに同意ずるちのとします。 

お客様は、お客様びこれらの制限に違反した場合、 Gracenote デー 
夕、 Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーパーを使用す 
るための非独占的な使用許諾契約び解輸されることに同意するちの 
とします。また、お客様の使用許諾契約び解除された場合、お客様は 
Gracenote データ、 Gracenote ソフトウ::ア、および Gracenote サー 
バー全ての使用を中止することに同意ずるものと します。 

Grac 飢 ote は、 Gracenote データ、 Gracenote ソフトウ i ア、および 
Gracenote ヴーノ (一の全ての所有権を含む、全ての権利をな有しまず。 
いかなる場合におしても、 Gracenotel ま、お客様び提供する任意の情報 
に関して、いかなるま化い義務ちお客様に巧して負うことはないちのと 
しまず。お客樹ま、 Gracenote , In じび本契約上の権和を Gracenote と 
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して直接的にお客様に巧し、行使でさることに同意するちのとします。 
Gracenote のサービスは、統計的処理を行うために、クエリ調資用の固 
有の識別子を使用しています。無作為に割0当てられた数宇による識 
別子を使巧することにより、 Gracemte サービスを利用しているお客 
様を認識しなびらち、特定ずることなしにクエ U を数えられるよラに 
しています。詳細については、 Web ぺージ上の、 Gracenote のサービス 
に関する Gracenote フライバシーポリシーを参照してください。 
Gracenote ソフトウェアと Gracenote データの個々の情報は、お客 
様に対して「現状有姿」のままで提おされ、使用び許諾されるをのとし 
まず。 Gracenote は、 Gracenote ヴーパーにおける全ての Gracenote 
データの正確性に関して、明示的または黯お的を問わず、一切の表明 
や保証をしていません。 Gracenote は、妥当な理由びあると判断した 
場を、 Gracenote サーバーからデータを削徐したり、データのカテコ 
リを変更したりずる権利を保有するものとします。 Gracemte ソフト 
ウェアまたは Gracenote ヴーノ(一にエラー、障害のないことや、或い 
は Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote ヴーバーの機能に中断 
び生じなしにとの保証は致しません。 Gracenote は、将来 Gracenote 
び提供する可能性のある、新しく拡張や追加されるデータタイプまた 
はカテゴリを、お客様に提供する義務を負わないをのとします。また、 
Gracenote は、任意の時点でサービスを中止できるをのとします。 

• Gracenote は、熟示的な商品適含性お証、巧定目的に巧する商品適 
さ性保証、権利巧ち権、および非侵害性についての責任を負わないち 
のとし、これに限!5ず、日月示的または蘇示的ないかなる保記もしない 
ものとしまず。 Gracemte は、お客様による Gracenote ソフトウェ 
アまたは任意の Gracenote サーバーの利用により、得る結菊；:つい 
て保詔しなし、ものとします。いかなる場合におし、ても 、 Gracenote 
は結果の損害または偶発的損害、或いは利なの損失または収入の損 
失に巧して、一切の責任を負わないものとします。 

◎ Gracenote, Inc. 2000-present 
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« お客様各位 》 

このたびは 、 MOTOROLA RAZFr に 12 M をお買い 
上げいただき、誠にありがとうございました。 
IS 12 M 本体に同おされている「セーフティガイド 
第1版」におきまして誤記がございましたので、 
お詰びいたしますとともに、下記の通り訂正いた 
しましたことをご報告いたします。 


該当箇所：11ページ表内「外装ケース（前面)」 
の表面姐巧 


誤 

正 

塗装/ NCVVI 

塗裳/ NCVM (シャドーブラック）、 
UV 塗装（グレイシアホワイト） 


該当箇所：11ページ表内「外装ケース（側面)」 
の表面姐巧 


誤 

正 

NCVM 

NCVM (シャドーブラック）、 UV 塗 
装（グレイシアホワイト） 


該当箇所：11ぺージ表内「スロットカバー」の 
表面赃理 


誤 

正 

NCVM 

NCVM (シャドーブラック）、 UV 塗 
装（グレイシアホワイト） 











お P 3 い合わせ巧番号お客さまセンター 


総合•料金について(通話料無料） 

一般電話か 5 は au 電話からは 

招!0077 -7-1 11局まなしの157番 

Pressing " zero " will connect you to an operator , after calling "157" 
on yourau cellphone . 

紛失•盗難•故障•操作方法について(通話料無料） 


一般電話からは 


au 電話か 5 は 


原10077 -7-113 願なしの113番 

上記のま号びご利用になれない場含、下記の番号にお電話 <ださい。 
排 

恩!0120 WT-OSS 紳 n を除く地域） 

恩!〇120-977-699紳縄） 




d) 


Se 


携帯電話 ’ PHS 事業ちは、環境を保 
護し、貴重な資源を再利用するため 
にお客様び不要となってお持ちにな 
る電話機‘電池‘充電器を、ブランド • 
メーカーを 問わずを マークの ある 
お店で回収し、1」サイクルを行って 
います。 

取扱説明書 U サイクルにご協力 < だ 
さし、。 

KDD 1 では、この7-クのある au 
シヨップで回収した紙資源を、製紙 
会社と協力し、国內 U サイクル活動 
をイ了つています。 


2日12年2月第3版 

発売元 KDDI 株式会社•沖縄セルラー電話株式会社 
輸入元モト□-ラ•モビ U テイ•ジトパン株式尝社 
製造兀 Motorola Mobility , Inc . 
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